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宇都宮市
足利市
栃木市
佐野市
鹿沼市
日光市
小山市
真岡市
大田原市
矢板市
那須塩原市
上三川町
益子町
茂木町
市貝町
芳賀町
壬生町
下野市
野木町
塩谷町
さくら市
高根沢町
那須烏山市
那珂川町
那須町
県　計

市町名
国保加入
世帯数

Ａ
世帯

滞納世帯数 資格証明書 短期被保険者証

割合 割合 割合交付
世帯数

交付
世帯数

Ｂ／Ａ C／Ａ D／ＡＢ C D
世帯 順位％ ％ ％順位 順位世帯 世帯

85,670
26,718
26,685
20,287
15,750
15,198
26,037
12,810
11,835
5,528
20,161
4,130
4,293
2,470
1,797
2,604
6,451
7,946
4,176
2,006
6,273
3,959
5,020
3,125
5,603

326,532

17,655
4,452
1,926
3,980
1,768
2,253
8,636
1,617
2,278
759
3,147
500
839
215
186
279
1,434
2,602
678
377
755
634
183
563
1,146
58,862

2,234
1,040
1,085
728
745
484
1,326
652
379
168
949
149
37
27
32
4

112
213
128
23
13
18
68
0

112
10,726

2.61
3.89
4.07
3.59
4.73
3.18
5.09
5.09
3.20
3.04
4.71
3.61
0.86
1.09
1.78
0.15
1.74
2.68
3.07
1.15
0.21
0.45
1.35
0.00
2.00
3.28

5.41
5.29
3.15
3.85
6.50
7.99
7.29
5.05
4.00
8.01
6.00
3.15
6.43
4.21
6.73
4.42
5.52
3.61
1.77
5.33
5.85
6.72
2.29
1.31
6.85
5.30

14
6
5
8
3
10
1
2
9
12
4
7
21
20
16
24
17
13
11
19
23
22
18
25
15

4,633
1,413
841
781
1,023
1,214
1,897
647
473
443
1,209
130
276
104
121
115
356
287
74
107
367
266
115
41
384

17,317

20.61
16.66
7.22
19.62
11.23
14.82
33.17
12.62
19.25
13.73
15.61
12.11
19.54
8.70
10.35
10.71
22.23
32.75
16.24
18.79
12.04
16.01
3.65
18.02
20.45
18.03

4
11
24
6
20
15
1
17
8
16
14
18
7
23
22
21
3
2
12
9
19
13
25
10
5

12
14
21
19
7
2
3
15
18
1
9
22
8
17
5
16
11
20
24
13
10
6
23
25
4
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(2014年６月1日現在)   市町別国民健康保険滞納世帯数等の状況

　
県
が
発
表
し
た
２
０
１

５
年
度
一
般
会
計
予
算
案

は
、
県
議
会
第
３
２
７
回

通
常
会
議
で
審
議
さ
れ
て

い
ま
す
。
予
算
案
は
、
消

費
税
増
税
に
よ
る
税
収
増

な
ど
で
前
年
度
比
４
・
９

％
増
の
約
８
１
１
１
億
円

で
す
。

　
予
算
案
に
は
、
県
民
運

動
が
実
っ
た
事
業
が
あ
り

ま
す
。「
私
学
助
成
を
す

す
め
る
会
」
な
ど
が
実
現

を
求
め
て
き
た
私
立
高
校

授
業
料
減
免
予
算
が
増
額

さ
れ
ま
し
た
。
減
免
対
象

と
な
る
保
護
者
の
収
入
基

準
が
年
収
２
５
０
万
円
未

満
か
ら
３
５
０
万
円
未
満

に
拡
大
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
13
年
度
に
約
１
４

０
０
人
だ
っ
た
減
免
対
象

者
は
３
０
０
０
人
へ
と
倍

増
す
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
医
療
費

無
料
制
度
を
め
ぐ
っ
て
は
、

３
歳
未
満
ま
で
だ
っ
た
現

物
給
付
の
対
象
年
齢
が
未

就
学
児
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

現
在
、
宇
都
宮
市
を
除
く

す
べ
て
の
市
町
が
中
卒
、

あ
る
い
は
高
卒
ま
で
無
料

で
す
。
県
と
し
て
の
対
象

を
中
卒
ま
で
広
げ
る
こ
と

は
切
実
な
要
求
で
す
。

　
一
方
、
県
単
公
共
事
業

は
前
年
度
21
・
４
％
も
増

加
し
、
公
共
事
業
全
体
で

は
、
前
年
比
３
・
２
％
増
え

て
い
ま
す
。
鹿
沼
市
の
南

摩
ダ
ム
（
本
体
工
事
凍
結

中
）
の
付
け
替
え
県
道
の

工
事
費
に
は
17
億
円
（
総

額
１
３
０
億
円
）、
国
道

４
０
８
号
パ
イ
パ
ス
（
総

額
５
７
４
億
円
）
に
23
億

円
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
国
と
一
体
と
な
っ
た
無

駄
な
開
発
は
直
ち
に
中
止

し
、
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
の
拡
大
や
、
く
ら
し
密

着
型
の
公
共
事
業
や
急
傾

崩
壊
危
険
箇
所
の
改
修
な

ど
の
予
算
を
増
や
た
め
、

日
本
共
産
党
は
、く
ら
し
・

福
祉
を
さ
さ
え
る
県
民
本

位
の
予
算
へ
の
転
換
を
主

張
し
て
い
ま
す
。

く
ら
し
・
福
祉
さ
さ
え
る

予
算
に
転
換
を

2015年
新年度
県予算

　
原
発
ゼ
ロ
栃
木
の
会
は

７
日
、宇
都
宮
市
内
で「
原

発
ゼ
ロ
大
行
動
in
と
ち

ぎ
２
０
１
５
」
に
取
り
組

み
、
市
民
ら
90
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
県
庁
前
か
ら
市
役
所
前

ま
で
の
約
３
キ
ロ
を
パ
レ

ー
ド
し
、
通
行
人
ら
に
ア

ピ
ー
ル
。
東
京
電
力
栃
木

支
店
ビ
ル
前
で
は
、
福
島

原
発
で
高
濃
度
の
放
射
性

汚
染
水
を
海
洋
に
垂
れ
流

し
続
け
た
東
電
に
抗
議
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
パ
レ
ー
ド
に
先

立
つ
講
演
会
で
は
、
原
発

事
故
被
害
の
完
全
賠
償
を

求
め
る
「
元
の
生
活
を
か

え
せ
・
原
発
事
故
被
害
い

わ
き
訴
訟
」
原
告
団
団
長

の
伊
東
達
也
氏
が
「
原
発

震
災
か
ら
４
年
、
福
島
は

い
ま
」
と
題
し
て
講
演
し
、

事
故
か
ら
約
４
年
間
に
わ

た
る
被
災
者
の
現
状
を
伝

え
た
う
え
で
、
福
島
県
の

再
建
に
つ
い
て
、「
県
内

全
10
基
の
廃
炉
が
前
提
だ
」

と
強
調
。「
そ
れ
に
代
わ

る
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
今
後
の
日
本
社
会
の『
墓

標
』
と
し
て
打
ち
立
て
、

そ
の
実
現
に
む
け
て
進

む
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
滞

納
を
理
由
に
、
病
院
の
窓

口
で
医
療
費
を
全
額
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
格

証
明
書
の
県
内
交
付
世
帯

は
、
１
万
７
２
６
世
帯
（
２

０
１
４
年
６
月
時
点
）
で

す
。
交
付
率
は
３
・
２
８

％
で
、
７
年
連
続
全
国
ワ

ー
ス
ト
１
位
に
な
っ
た
こ

と
が
厚
生
労
働
省
と
県
の

ま
と
め
で
分
か
り
ま
し
た

（
市
町
別
は
左
表
参
照
）。

　
資
格
証
明
書
の
交
付
率

の
全
国
平
均
は
、１
・
３
％

で
県
平
均
は
そ
の
２
・
５

倍
。
県
内
の
ワ
ー
ス
ト
１

位
の
小
山
市
を
含
め
５
市

で
４
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
住
民

の
命
と
健
康
を
守
る
立
場

か
ら
、
悪
質
な
滞
納
者
以

外
へ
の
資
格
証
の
交
付
に

反
対
し
て
い
ま
す
。

資格証明書交付
7年連続全国ワースト1位市町国保

　
佐
野
市
で
２
月
22
日
、

田
中
正
造
を
現
代
に
活
か

す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か

れ
、
約
２
３
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
で
20
回

目
。
飯
田
進
同
会
事
務
局

長
が
基
調
報
告
し
、
奈
良

達
雄
新
日
本
歌
人
協
会
全

国
幹
事
、
山
口
義
夫
下
町

人
間
の
会
名
誉
会
長
、
山

田
朗
明
治
大
学
教
授
が
そ

れ
ぞ
れ
講
演
し
ま
し
た
。

　
飯
田
氏
は
「
明
治
政
府

に
よ
る
戦
争
政
策
を
批
判

し
、
軍
備
全
廃
を
主
張
し

た
正
造
の
平
和
思
想
を
現

代
に
生
か
す
こ
と
は
、
安

倍
内
閣
が
す
す
め
る
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
の
動
き

と
た
た
か
う
こ
と
だ
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
の
梅
村
さ

え
こ
衆
院
議
員
も
参
加
し
、

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

第
20
回
田
中
正
造
シ
ン
ポ

「原発ゼロ大行動 in とちぎ2015」
ふくしまを忘れない！

　
先
月
号
の
「
こ
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
の
市
町
別

実
施
状
況
」の
表
中
に
あ
る
、

〝
通
学
〞は
、〝
通
院
〞の
間

違
い
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　
２
月
15
日
投
開
票
さ
れ

た
那
須
町
議
選（
定
数
16
、

立
候
補
19
人
）で
、日
本
共

産
党
の
小
野
曜
子
氏（
59
）

＝
新
＝
は
、
新
人
10
人
が

立
候
補
し
た
大
激
戦
の
な

か
、
前
回
票
の
約
１
・
５

倍
の
７
７
７
票
を
得
て
８

位
で
当
選
し
、
現
有
議
席

を
確
保
し
ま
し
た
。

　
小
野
氏
は
、
選
挙
戦
で

国
民
健
康
保
険
税
の
年
間

１
世
帯
１
万
円
引
き
下
げ

な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　
当
選
後
、
支
持
者
を
前

に
「
掲
げ
た
公
約
を
は
じ

め
、『
過
疎
地
で
も
安
心

し
て
住
め
る
よ
う
に
』
と

の
地
元
の
人
か
ら
の
要
望

を
真
剣
に
受
け
止
め
、
活

動
し
て
い
き
ま
す
」
と
決

意
を
語
り
ま
し
た
。

支援者と当選を喜ぶ小野氏支援者と当選を喜ぶ小野氏

那
須
町
議
選

  

小
野
氏
　
現
有
議
席
確
保

　
４
月
３
日
告
示
の
県

議
選（
定
数
50
）ま
で
20

日
に
迫
り
ま
し
た
。
全

16
選
挙
区
に
71
人
が
出

馬（
９
日
現
在
）を
構
え

て
い
ま
す
。
日
本
共
産

党
の
野
村
せ
つ
子
予
定

候
補
は
、
宇
都
宮
市
・

上
三
川
町
区
（
13
）
で

の
議
席
奪
還
め
ざ
し
、

宣
伝
・
対
話
活
動
に
全

力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
同
選
挙
区
の
立
候
補

予
定
者
は
、
共
産
１
を

含
む
、
自
民
６（
現
５
、

新
１
）、
民
主
２（
現
２
）、

公
明
２（
現
２
）、
無
所

属
５（
現
３
、
元
２
）の

計
16
人
、
い
ず
れ
も
有

力
候
補
で
す
。

　
自
民
党
の
現
職
は
「
先

が
見
え
な
い
大
変
な
選

挙
だ
」
と
陣
営
を
引
き

締
め
、
旧
み
ん
な
の
党

の
現
職
３
人
は
、
同
党

が
政
治
と
金
を
め
ぐ
り

解
党
し
た
こ
と
か
ら
無

所
属
で
出
る
な
ど
、
１

票
を
争
う
少
数
激
戦
の

模
様
で
す
。

　
寸
暇
を
惜
し
ん
で
、

街
頭
に
立
ち
、
地
域
を

駆
け
巡
る
野
村
氏
。「
私

が
い
な
く
な
っ
た
県
議

会
は
、
憲
法
の
明
文
改

憲
を
求
め
る
意
見
書
を

採
択（
昨
年
６
月
）し
ま

し
た
。
こ
ん
な
県
議
会

は
直
ち
に
変
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」と
述
べ
、

党
議
席
の
奪
還
を
訴
え

て
い
ま
す
。

　
菊
水
町
の
女
性（
71
）

は
「
安
倍
さ
ん
の
政
治

は
危
な
い
で
す
ね
。
そ

れ
に
真
剣
に
反
対
す
る

共
産
党
に
好
感
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

野
村
さ
ん
を
絶
対
に
当

選
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。

県
議
選
　
告
示
ま
で
20
日

野
村
氏
の
議
席
必
ず

政
策
ビ
ラ
を
手
渡
す
野
村
氏

　
日
本
共
産
党
栃
木
県
委

員
会
と
同
中
部
地
区
委
員

会
は
８
日
夜
、
市
田
忠
義

党
副
委
員
長
を
迎
え
て
宇

都
宮
市
で
演
説
会
を
開
き

ま
し
た
。
会
場
は
、
県
議

選
で
野
村
せ
つ
子
予
定
候

補
の
議
席
奪
還
へ
の
熱
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
市
田
氏
は
、
４
年
前
に

７
９
９
票
差
で
野
村
候
補

が
惜
敗
し
、
共
産
党
の
議

席
が
な
い
県
議
会
に
つ
い

て
、「
ほ
と
ん
ど
の
議
案

に
全
会
派
が
賛
成
す
る『
オ

ー
ル
与
党
』
の
翼
賛
議
会

化
し
、
県
政
に
県
民
の
声

が
届
か
な
く
な
っ
た
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

　
そ
の
事
例
と
し
て
、
議

席
が
あ
っ
た
当
時
の
県
議

会
で
、
４
年
間
で
１
３
０

回（
う
ち
49
回
が
野
村
氏
）

だ
っ
た
本
会
議
討
論
が
、

こ
の
４
年
間
に
、
わ
ず
か

５
回
だ
っ
た
こ
と
を
紹
介
。

会
場
か
ら
、
驚
き
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
田
氏
は
、
県

議
の
海
外
視
察
が
復
活
し

た
こ
と
に
も
ふ
れ
、「
県

議
会
に
、
野
村
さ
ん
を
再

び
送
り
出
せ
ば
、
県
政
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
県
民
の
声

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　
国
政
問
題
で
は
、
大
企

業
優
先
の
経
済
政
策
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
や
、
介
護

現
場
の
崩
壊
に
つ
な
が
る

介
護
保
険
法
大
改
悪
な
ど

を
批
判
し
、
党
の
対
案
を

説
明
。
い
っ
せ
い
地
方
選

挙
で
勝
利
し
、
安
倍
暴
走

政
治
に
審
判
を
と
訴
え
ま

し
た
。

　
野
村
氏
は
、
医
療
費
の

全
額
が
窓
口
支
払
い
と
な

る
資
格
証
明
書
の
交
付
率

（
２
０
１
４
年
６
月
１
日

現
在
）
で
栃
木
県
が
、
７

年
連
続
、
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
「
お
金
が
な
い

ん
じ
ゃ
な
く
て
、
県
民
福

祉
の
心
が
欠
け
て
い
る
こ

と
で
す
」
と
痛
烈
に
批
判
。

「
い
の
ち
と
く
ら
し
最
優

先
の
県
民
に
暖
か
い
県
政

に
す
る
た
め
に
全
力
で
頑

張
り
ま
す
」
と
決
意
表
明

し
ま
し
た
。

　
演
説
会
で
は
、
ま
き
昌

三
、
ひ
ら
の
正
美
県
議
予

定
候
補
２
氏
（
下
段
記
事

参
照
）
が
あ
い
さ
つ
。
荒

川
つ
ね
お
、
福
田
く
み
子

両
市
議
が
複
数
議
席
確
保

へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

聴
衆
の
声
援
に
応
え
る
市
田
副
委
員
長（
右
か
ら
４
人
目
）

と
候
補
者
た
ち

熱気に溢れる客席熱気に溢れる客席

県民の声で動く政治を県民の声で動く政治を県議席
奪還

県議選予定候補

槙、平野の２氏を擁立

　
日
本
共
産
党
県

委
員
会
は
５
日
、

県
庁
で
記
者
会
見

し
、い
っ
せ
い
地
方

選
の
県
議
選
予
定

候
補（
第
２
次
分
）

を
発
表
し
ま
し
た
。（
選
挙

区
の
下
の
カ
ッ
コ
は
定
数
）

◇
那
須
塩
原
市
・

那
須
町
区
（
４
）

ま
き
昌
三

（
71
）
＝
新
＝

　
宇
都
宮
大
学
学
芸
学
部

（
現
・
教
育
学
部
）英
語
科
卒
。

西
那
須
町
議
６
期
、
衆
院
選

（
栃
木
３
区
）
候
補
な
ど
を

歴
任
。
現
在
・
党
県
委
員
、

北
部
地
区
委
員
長
。

◇
小
山
市
・

　
野
木
町
区
（
５
）

ひ
ら
の
正
美

（
68
）
＝
新
＝

　
北
海
道
大
学
工
学
部
鉱
山

工
学
科
卒
。
全
日
本
金
属
情

報
機
器
労
働
組
合
栃
木
地
方

本
部
日
本
起
重
機
支
部
書
記

長
、（
株
）日
本
起
重
機
製
作

所
取
締
役
小
山
工
場
長
な
ど

を
歴
任
。現
在
・
機
械
設
計
事

務
所
代
表
、党
南
部
地
区
委
員
、

党
小
山
市
政
対
策
委
員
長
。ひらの氏

まき氏

パレードで市民に訴える参加者


